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昭和51年 9月1日品794

人口町動き

・月1回現在 前月比

人ロ肘 61，532一回

男 29，5鈍日

ま樟相続日

91'11&日〈木}

・崎3D分-15時

~.Ù~ ‘ 女 31幻..-161市役所市民繍飯室

世朝骨量 1&，5凶 01 お気怪にどうぞ

崎--・-醐凋雌 園... 罰 四国・脳血血幽箇箇幽.鍋岨・町

副長しく踊j;お年寄りのみなさん

健康で安らかな生活を

清和国

盆踊り大会

お年寄りに裂しみをと、8RI0目清和関で初めて盆

踊り大会を聞きました.

園OICIま 大村邸隊清水島勝さん外8人のd刷土で舞

台ができ.省経走塁人クラプ《寓崎八重光会長〉の特別

S加で.にぎやかに夏の夜を爾りで楽しみました.

盆踊りは初めてでしたが、浦図さん、議川さん 〈喰

民)の指識で練習したもので、手ぷり身ぶりもよく踊

る傍さんの顔は喜びでいゥ4まいでした.

9月15日は敏老の自です。

敬愛されるお年寄りとして、健康で安らかな生活を

送ヲていただくよう願うものです.
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敬
老
金
な
ど
支
給

9
月

刊

日

1
引
日

九
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
は
老

人
福
祉
週
間
で
す
。

の
と
お
り
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す

支
給
金
額

七
十
歳
l
七
十
四
歳
五
千
円

七
十
五
歳

t
七
十
九
歳
八
千
円

八
十
歳

t
八
十
九
歳
一
万
円

九
十
歳
以
上
一
万
五
千
円

支
給
期
間

九
月
十
六
日

t
十
七
日

該
当
さ
れ
る
人
に
は
支
給
日
を

叩
歳
以
上
に
敬
老
金

九
月
十
五
日
現
在
で
市
内
に

年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
外
国
人
登
録
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
七
十
歳
以
上
の
人
に
次

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
通

知
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
指
定

の
場
所
で
お
受
取
り
下
さ
い
。

卯
歳
に
な
ら
れ
た
人
に

記
念
写
真
と
記
念
品
を

贈
呈昨

年
九
月
十
六
日
か
ら
本
年
九

月
十
五
日
ま
で
の
聞
に
九
十
歳
に

な
ら
れ
た
人
に
は
額
縁
入
り
記
念

写
真
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
に
見
舞
金

九
月
十
五
日
現
在
六
十
五
歳
以

上
で
市
内
に
一
年
以
上
居
住
し

六
カ
月
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
に
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令長

9
月

ね

日

全

国

下

水

道

促

進

ア

見
舞
金
一
万
八
千
円
を
支
給
し
ま

す
(
八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り

で
詳
報
)

該
当
さ
れ
る
人
に
は
支
給
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

老
人
作
品
展
を
開
催

八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
で

募
集
し
た
創
作
品
(
手
芸
品
.
工

芸
品
、
書
、
画
、
盆
栽
)
を
展
示

し
ま
す
。

開
催
期
日

九
月
十
三
日

t
十
八
日

展
示
会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
浴
料
の
特
別
奉
仕

公
衆
浴
場
組
合
で
は
七
十
歳
以

上
の
人
に
、
九
月
十
五
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
、
一
人
一
回
入
浴
料

の
無
料
奉
仕
を
し
ま
す
。

奉
仕
を
受
け
ら
れ
る
人
は
老
人

保
健
手
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
)
を

無

料

開

放

市
内
居
住
者
で
六
十
歳
以
上
の

人
に
九
月
十
四
日
(
火
)
か
ら
九

月
十
六
日
(
木
)
ま
で
無
料
開
放

し
ま
す
。

励ましを

心身障害者寸

」雇用促進月開始まる

職場を愛を
労
働
省
は
、
全
国
各
公
共
職
業

安
定
所
を
中
心
と
し
て
、
心
身
障

害
者
の
社
会
復
帰
な
ど
を
推
進
す

る
た
め
、
毎
年
九
月
を
心
身
障
害

者
雇
用
促
進
月
間
と
し
て
各
種
の

催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の{正
好迷わ
転をが
の続国
兆けの
し て 経
もお済
あ.りlは
りν‘依
ま労然
す働と
。事し

情て

事
業
主
を
は
じ
め
、
関
係
各
方

面
の
よ
り
一
層
の
暖
か
い
ご
理
解

と
ど
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

大
村
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

各
種
援
護
制
度
を
十
分
利
用
さ
れ

一
人
で
も
多
く
の
心
身
障
害
者
を

職
場
に
迎
え
て
頂
き
、
職
場
の
人

々
の
温
か
い
思
い
や
り
と
共
に
、

事
業
主
の
積
極
的
な
理
解
の
も
と

に
社
会
復
帰
で
き
る
乙
と
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

お
も
な
制
度

。
職
場
適
応
訓
練

雇
入
れ
る
前
に
、
一
年
間
実
務

に
つ
い
て
訓
練
す
る
。

そ
の
間
本
人
へ
月
額
五
万
三
千

円
、
事
業
主
へ
一
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

O
雇
用
促
進
融
資

身
体
障
害
者
の
就
業
を
容
易
に

す
る
た
め
、
作
業
施
設
お
よ
び

備
品
設
備
の
資
金
を
貸
出
し
ま

す。融
資
率
八

O
M
m
l九
O
%

な
お
、
職
業
安
定
所
で
は
、
手

話
協
力
員
を
設
置
し
、
毎
月
第
二

第
三
火
曜
日
に
ろ
う
あ
者
の
相
談

も
行
っ
て
お
り
、
ま
た
心
身
障
害

者
相
談
員
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
援
護
制
度
と
共
に
、
皆
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

9
月
の
日
曜
当
番
医

一
部
変
更

八
月
十
五
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
九
月
の
日
曜
当

番
医
の
中
で
、
次
の
と
お
り

一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

④
十
二
日
の
南
野
医
院
、
橋

口
医
院
が
十
九
日
に

④
十
九
日
の
松
尾
医
院
、
中

島
医
院
が
十
二
日
に
変
更

?
し
す
仇
干
し
ゃ
ん
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争勝

国

と

お

そ

し

て

道

備えて理想の都市づく

9月10日 全 国 下 水 道 促 進 デ ー

『
下
水
道
』
と
は
、
家
庭
の
台

所
、
風
呂
場
の
雑
廃
水
、
水
洗
化

さ
れ
た
便
所
の
し
尿
、
そ
れ
に
工

場
排
水
な
ど
を
地
中
に
埋
設
さ
れ

た
下
水
管
に
流
し
て
浄
水
管
理
セ

ン
タ
ー
(
終
末
処
理
場
)
に
集
め

そ
乙
で
化
学
的
、
衛
生
的
に
処
理

し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
河
海
に

放
流
す
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
下
水
道
(
公
共

下
水
道
)
が
完
備
さ
れ
る
と
、
く

み
取
り
便
所
は
水
洗
式
ト
イ
レ
に

変
り
、

ド
ブ
や
不
潔
な
水
た
ま
り

も
な
く
な
っ
て
、
明
る
く
衛
生
的

な
生
活
が
営
め
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
都
市
の

基
盤
的
施
設
と
も
い
え
る
下
水
道

の
普
及
は
、
欧
米
先
進
諸
国
に
比

べ
、
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
現

水下

駅
前
の
汚
水
幹
線
管
布
設
工
事

市

民

が

つ

く

る

状
で
す
。

こ
の
た
め
、
川
は
ド
ブ
に
な
り

雨
が
降
る
と
浸
水
し
、
便
所
は
悪

臭
た
だ
よ
う
く
み
取
り
式
:

さ
ら
に
、
河
川
、
湖
沼
、
大
村

湾
な
ど
の
水
質
汚
濁
と
い
っ
た
問

題
を
起
し
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
、

国
と
市
、
そ
し
て
地

域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
下
水
道

に
対
す
る
認
識
を
高
め
.
全
国
的

に
整
備
、
促
進
の
世
論
を
盛
り
あ

げ
る
た
め
、
国
民
的
な
運
動
の
日

と
し
て
『
全
国
下
水
道
促
進
デ

i
』

が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

市
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
、
県

内
で
は
五
番
目
に
公
共
下
水
道
の

事
業
に
着
手
し
、
旧
市
街
地
を
中

心
に
第
一
期
計
画
(
二
五
六
加
)

と
し
て
昭
和
五
十
五
年
度
一
部
供

用
開
始
を
目
標
に
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
で
下
水

道
の
整
備
を
促
進
し、

快
適
で
健

康
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
、
住
み

よ
い
大
村
市
を
建
設
し
ま
し
ょ
う

私
た
ち
の
生
活
と
自
然
を
守
る

H

下
水
道
の
役
割
H

O
生
活
環
境
を
よ
く
し
ま
す

家
庭
の
台
所
、
風
巴
な
ど
の
生

活
汚
水
が
ド
ブ
や
溝
に
流
さ
れ

な
く
な
り
、
ま
た
、
ト
イ
レ
は

水
洗
化
と
な
る
の
で
、
カ
や
ハ

ェ、

悪
臭
の
発
生
を
防
ぎ
、
環

下

水

道

境
を
よ
く
し
ま
す。

O
海
や
川
な
ど
の
汚
濁
を
防
ぎ
ま

す海
や
河
川
、
湖
沼
が
汚
濁
す
る

原
因
は
、
生
活
汚
水
や
工
場
排

水
な
ど
が
未
処
理
の
ま
ま
直
接

流
入
し
て
い
る
た
め
で
す
。

下
水
道
は
‘
こ
れ
ら
汚
水
を
処

理
す
る
の
で
、
河
川
な
ど
は
本

来
の
清
澄
さ
を
取
り
戻
し
ま
す

被

O
低
地
帯
の
浸
水
災
害
を
守
り
ま

す市
街
地
に
お
け
る
低
地
帯
は
、

い
っ
た
ん
台
風
や
豪
雨
に
あ
う

と
何
日
も
浸
水
の
被
害
を
受
け

ま
す
。

下
水
道
は
.
大
量
の
雨
水
も
容

易
に
排
除
す
る
働
き
を
す
る
た

め
、
私
た
ち
の
尊
い
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
り
ま
す
。

の

防

止

に

室口

シ
ー
ト
・
ベ
ル
ト
の
着
用
を

交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
シ

ー
ト
・
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た

ら
、
被
害
を
防
止
あ
る
い
は
軽
減

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
ら

れ
る
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

「
め
ん
ど
う
だ
か
ら
」
一
ま
さ
か

事
故
に
は
遭
う
ま
い
」
と
い
う
安

易
な
気
持
ち
は
す
で
、
乗
車
時
は

い
つ
も
シ

l
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

「
着
用
の
効
果
事
例
」

O
A
は
普
通
乗
用
車
を
運
転
し
て

時
速
八
十
キ
ロ
位
で
進
行
中
、
カ

ー
ブ
で
中
央
線
を
は
み
出
し
た
た

め
、
対
向
中
の

B
運
転
の
普
通
乗

用
車
に
衝
突
、
更
に
A
は
コ
ン
ク

リ
l
ト
電
柱
に
激
突
後
、
畑
に
転

落
し
大
破
し
た
が
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
い
た
た
め
軽
傷
で
す
ん
だ
。

し
か
し
対
向
車
の

B
は
死
亡
、

同
乗
者
も
重
傷
の
大
き
な
事
故
と

な
っ
た
。
(
南
高
来
郡
布
津
町
)

O
A
は
B
を
同
乗
さ
せ
て
普
通
乗

用
車
を
運
転
中
、
時
速
八
十
キ
ロ

位
で
前
車
を
追
越
そ
う
と
し
た
が

運
転
を
誤
っ
て
前
車
に
衝
突
。

A
は
ベ
ル
ト
着
用
で
負
傷
し
な
か

っ
た
が

.
B
は
着
用
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

l
ド
で

頭
部
を
強
打
し
重
傷
事
故
と
な
っ

た

。

(

壱
岐
郡
芦
辺
町
)

中
小
企
業
退
職
金
に

共

済

制

度

を

優
れ
た
従
業
員
の
確
保
に
退
職

金
制
度
は
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
が
、
中
小
企
業
で
の
従

業
員
の
確
保
に
役
立
つ
国
の
退
職

金
制
度
を
採
用
さ
れ
る
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

国
の
援
助
で
大

企
業
な
み
の
魅
力
あ
る
退
職
金
が

支
給
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨

で
作
ら
れ
、
国
か
ら
補
助
金
が
出

て
い
る
唯
一
の
制
度
で
す
。

@
制
度
の
特
色

掛
金
は
法
人
の
場
合
は
損
金
、

個
人
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費
と

し
て
全
額
免
税
に
な
り
ま
す
。

掛
金
は

一
人
当
り
八
百
円
か
ら

一
万
円
ま
で
十
九
種
類
。

加
入
で
き
る
事
業
所
は
、
従
業

員
が

一
人
以
上
三
百
人
(
卸
売
業

で
は
百
人
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
で
は
五
十
人
)
以
下
の
事

業
所
。な

お
、
乙
の
制
度
に
は
最
高
千

円
ま
で
補
助
が
あ
り
ま
す
。

期
間
は
五
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
加
入
さ
れ
た
人
に
限
り

ま
す
。申

込
み
は
最
寄
り
の
金
融
機
関

へ、

詳
し
い
こ
と
は
市
商
工
観
光

課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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優 個 三
勝 人中小位

戦 学学

〔第17回〕

中
学

西
中
B

少
年
柔
剣
道
練
成
大
会

大
村

B

玖
島
中
A

健
全
な
育
成
と

犯
ι

罪

止

防

中
学
一
年一年

ニ
年

富
永
徹
太
郎
(
玖
)

尼
崎
広
樹

(玖
)

畑
上
純
雄

(西
)

λγ 11 

コニ?ど三咋 ・-・!三二二二三三:孟 白選た犯 が第
手訪 議畿通寵哩園鶴彊臨醤轟轟聾掴圃歯菌麗綴 熱手も罪大開十 八
を問 議議照翠罷鍾轟轟購轟轟轟置罷理難燃 f 戦 た の 防会催 七月
かの 嬢鯵戸不安清欝欝調躍霊ヂ望圏盤璽掴監察還手 がちで止はさ回二
わあ 務 九察 署鵬盟離酒量瞳? 展六 、を、れ少十

スすい き翠 いよ霊機 嬢職務鍾聾彊彊畠聾 三 開百市目少ま年二
子子夫 三:ょ 護憲綴機感 j濯聾謹醤置麗 3 さ五内的年し柔日
イレう さ;総 研寵盤畿 審議;棋盤霊園盟置 ? れ 十小とのた 剣市
ブサに 議 饗襲撃溜盟盟腕露盤整喝事圃圃匝富盛 7 ま人? し健 。道民

rI=i 肇繁華綴芸書量lIitiiiilsi壊世描画温掴冨麗彊置 J し が 中て 全 練体
;れ室議謬 畿 運露 緩議 翠翠盟覇聾 した集学行育 一成育

さ lと 準 機 聾噛監察議室 語圏置置園調菌欝 一。り校わ成 大館
ん・握 謹議議題馨震機緩;言語園田醸覇蘭醸議 〈 、のれと ~会で

，アス 所んレ の 弁 ? 準 優 一団 2Z
州さテを(サ招 ー忠大 小優中小肢体歪成
フんレ訪 十・き男村 ¥ ア J 学勝学学 戦ぎ績
リはサ問 t サマ会ラ ー は
i 、・さ 歳 l 交長ィ レ:西郡竹
マ米りれ)・換・オ ←サ i 大 中松
ン国!ま がス学ー会/' 村 A A 
トカ・し 八 テ 生 員 ズ 百 A お
市 Jレス た月 イ と六 ク 守 リ 1 り

ZZ 7。音ご 与大 3場 l 
子 Jレプ 市ス、人 (字・
高 ニン 役さテ)笠 生ス

とテ
しどの 滞医 朗 水 校 E ・
みを風在院彼 活 泳 生 』 イ
た見俗し(女発をで てーや
い学習、朝はな得ス 米ノ
とし慣家長、お意ポ 問 、/
のてを 庭準 杭 嬢 と l 出 V 

乙 日 学をさ出窓 しッ かス
と本び通 ん 津 ん て マ 品、与
でーの、し)郷 で お ン e 
し 夏長て ののすり よa

た を 崎 日 家 朝。 、特 rυ 

。楽な本に長 明に

準
優
勝

中
学

一
年

義
嗣

辻

ノア

年

野
添
智
昭

11 

年

松
島
幸
二

位中
学
一
年

大
瀬
良
守

楽

下

水

道

理
tt目:，CJ、

都

市

づ

備

え

て

の

(郡
)

(
郡
)

(玖
)

(玖
)

三 し 準 優団員
小 位中小 優 中小勝体‘昔
学 学学 勝 学学 戦苦

く

り
ノ/

一年一年

浜
野
勝
也

雄
鹿
竜
介

/ノ

天
真

A

諏
訪

植
松

A

植
松

H 中
ρ>4 
寸一

松
原

A

徴
神
堂

A

今
村

中
央

愛
の
県
民
運
動
に
ご
協
力
を

熱戦が繰ひろげられた剣道と柔道会場

財
団
法
人
長
崎
県
福
祉
基
金
で

は

愛

の

県
民
運
動
と
し
て

、
愛

の
基
金
づ
く
り
と
社
会
福
祉
施
設

に
対
す
る
奉
仕
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

愛
の
基
金
づ
く
り
も
県
民
各
界

各
層
多
数
の
方
々
の
ど
理
解
と
ど

協
力
に
よ
っ
て
、
す
で
に
十
一

億

五
千
万
円
に
上
る
多
額
の
浄
財
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

乙
の
浄
財
は
す
べ
て
県
の
基
金

と
し
て
積
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
積
立
金
の
運
用
利
息
を
民
間

の
重
度
心
身
障
害
者
施
設
並
び
に

の

善

意

で

(玖
)

(西
)

あ

な

た

配
分
金

第

一
回
(
四
十
九
年
度
)

四
千
万
円

(
十
一

施
設
に
)

第
二
回
(
五
十
年
度
)

六
千
三
百
万
円
(
二
十
七
施
設

に
)

第
三
回

(
五
十
一
年
度
)

七
千
五
百
万
円
(
三
十
三
施
設

に
)

配
分
先

民
間
重
度
心
身
障
害
者
施
設

民
間
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

こ
の
度
、
愛
の
基
金
か
ら
配
分

金
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
な
ど
に
配

分
し
て
、
入
所
者
の
方
々
の
日
常

生
活
諸
費
に
、
施
設
設
備
の
改
善

に
ど
活
用
し
て
い
た
だ
く
乙
と
に

し
て
い
ま
す
。

奉
仕
活
動
に
つ
い
て
も
す
で
に

約
六
百
団
体
、
二
万
人
に
近
い
多

く
の
方
々
に
尊
い
ご
奉
仕
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

福
祉
基
金
と
し
て
は
、
こ
の
愛

の
県
民
運
動
を
更
に
積
極
的
に
進

め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。い

た
だ
き
ま
し
た
尊
い
配
分
金

は
、
入
所
者
の
日
常
生
活
諸
費
や

施
設
の
設
備
、
重
度
心
身
障
害
者

(
児
)
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

思
う
に
ま
か
せ
ぬ
民
間
施
設
の

運
営
に
と

ッ
て
正
に
干
天
に
慈
雨

の
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

入
所
者
、

職
員

一
同
深
く
感
謝

い
た
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
上

げ
ま
す
。

(
乙
れ
は
配
分
を
受
け
た
施
設
か

ら
、
愛
の
基
金
に
ど
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
方
に
対
す
る
感
謝
の
一

文
で
す
)
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b おおむ市政だより工(5) 

楽
社会を明 るい清潔な政治で

ミM四

、

3
 

J
 

-
k
 

下

水

遊
うしょヰ」仇考えぅ一度よも

伸

ば

す

郷

主

コーに
同

つ

夢

落成式や聞広祝いの花輪
全オ0.7三3こヒ

弘本') (J\(子 lてお4トマエ ~I白などを
Jo. f-::、にと

日頃からきれい念選挙を心がけましょう

f 

有
権
者
は
、
政
治
家
や
候
補
者
~

ザ
な
ど
に
、
次
の
よ
う
な
寄
付
を
求
ν

J

め
る
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

清
潔
な
政
治
家
を
育
て
る
よ
う
ザ

い
に
有
権
者
も
心
が
け
ま
し
ょ
う

V
Oお
中
元
や
、
お
歳
暮
を
受
け
る

V

乙
と

九

O
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
の
寄
付
九

を
受
け
た
り
お
酒
な
ど
を
受
け
八

る
乙
と

V
O開
匝
祝
い
や
落
成
式
、
起
工
式

V

山
な
ど
の
と
き
に
‘
花
輪
を
受
け
V

る
こ
と

~
0
出
産
、
入
学
、
卒
業
、
就
職
な
ん

ど
の
お
祝
い
に
、
お
金
や
品
物
山

を
受
け
る
こ
と

A
O結
婚
式
の
と
き
に
、
お
祝
い
の
山

お
金
や
品
物
を
受
け
る
こ
と

V
O
旅
行
す
る
人
が
、
せ
ん
別
を
受
〉

け
る
乙
と

~
0
お
葬
式
の
際
、

香
典
や
花
輪
・
へ

供
物
な
ど
を
受
け
る
こ
と

九
O
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
一

り
に
、
お
金
の
寄
付
を
受
け
た
い

り
食
事
や
お
酒
を
受
け
る
こ
と
)

v
O町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際

v

，
弁
当
や
飲
物
の
注
し
入
れ
を
受
~

け
た
り
、
パ
ス
代
な
ど
の
費
用
小

川
を
負
担
し
て
も
ら
う
乙
と
。

市選挙管理委員会大村市明るい選挙推進協議会
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み
ん
な
の
手
で

き

れ
U 、

な

環

境

不
燃
物
の
持
ち
出
し

市政だより

不
燃
物
収
集
は
毎
月
収
集
日
を

決
め
て
、
そ
の
前
日
に
限
り
各
世

帯
か
ら
集
積
所
ま
で
持
ち
出
し
て

も
ら
う
よ
う
、
再
々
呼
び
か
け
て

お
り
周
知
の
こ
と
で
す
が
、
ま
だ

こ
れ
を
守
ら
ず
い
つ
も
不
燃
物
集

積
所
が
ご
み
の
山
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す

お
互
い
に
注
意
し
合
い
、
決
め

ら
れ
た
日
以
外
に
持
ち
出
さ
な
い

よ
う
に
心
が
け
、
き
れ
い
な
環
境

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

も
え
な
い
と
み

@

不

燃

物

と

は

V
び
ん
類
、
か
ん
類
、
ト
タ
ン

く
ず

V
ガ
ラ
ス
く
ず
、
瀬
戸
物
く
ず

V
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫

な
ど
の
不
用
品

V
燃
え
が
ら
、
灰

V
そ
の
他
不
用
と
な
っ
た
家
庭

用
品

令長

発

明

調

談

室 @
正
し
い
出
し
方

V
紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
な
ど
に
入
れ

個
の
重
さ
を
約
十
同
に
ま
と

め
て
、
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に

荷
造
り
し
て
下
さ
い
。

@
不
燃
物
集
積
所
に
次
の
も
の
は

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
円

V
事
業
所
(
商
居
な
ど
)
の
事
業

活
動
か
ら
出
る
不
燃
物

V
残
飯
類
、
木
ぎ
れ
、
紙
く
ず

な
ど
の
燃
え
る
一
般
ご
み
。

@
不
燃
物
収
集
日
は
別
表
の
と
お

り
の
日
と
な
っ
て
い
ま
す

必
ず
こ
の
日
の
前
日
か
、
当
日

の
午
前
八
時
ま
で
に
集
積
所
に

持
ち
出
す
乙
と
。

乙
の
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な

い
よ
う
に
。

9 

月

刊

日
表

日

i東浦前舟津外浦小路下久原上久原久原官舎後木場向木場

岩舟.日向平.上小路.須田ノ木.岩舟住宅 21 21 
久原団地.片町第1・第2.本小路.本町第1・第2 西本町第1・第2. 1 6 1 
東本町 15 20 17 15 
三域第1・第2.71<主町.R武部 田の平.小佐古.柴田.大佐古.水田1区. 2 7 2 
向陽町 16 21 18 16 
赤佐古 旭町団地.草場池の坊.駅前アパート.坂口.池田.池田9区 1 5 
10区・ 11区池田アパート 17 15 19 17 

1 上諏訪 下諏訪.東諏訪.中諏訪.諏訪7区・ 8区.諏訪1区乾馬場 4 2 4 
古町住宅.古町5区・ 6区 ， 18 16 20 18 
荒平 水計.徳泉川内大多武.雄カ原.横山頭 13 11 8 13 

古町中央町開場住宅水田水田2区杭出津酌4区上杭岬 L; 14 12 1 9 
下杭出津.新城佐古ノ川協和町.松山町.辻田町 28 26 1 23 

松並1・2丁目 昭和通西小路.植松.小路口第3住宅.植松住宅 13 1 10 

22 27 1 24 
古賀島町.森園町.桜馬場第1・第2.富の原1・2丁目.堺町.原口町. 14 1 11 
原口住宅.今津町 23 28 25 
大川田町.竹松本町.竹松住宅.小路口住宅.小路口町.小路口本町 10 8 1 12 
鬼橋町.竹松町.宮小路.1・2・3丁目.宮小路九電社宅.黒丸町 24 22 1 26 24 
沖田寿古.皆同.今富立福寺.弥勅寺.矢上.草場.橋本.宮本. 11 9 1. 13 11 
浦1区・ 2区.南松本.北松本.久津.寺本.梶ノ尾.山下.梶ノ尾団地 25 23 1 27、

4引4-|| 
野田.重井田.北木場.今山.東光寺.野岳北・南.野田.平原.武留路 20 18 1 15 

27 25 I 22 

|千lTl17集

第1月曜日

害。

収

日集収

名

物燃不

鈴田地区各町内

町

=浦地区各町内

m
時

1
昭

時

市

商

エ
観

光

課

日
本
脳
炎
に
ご
注
意

恐
ろ
し
い
日
本
脳
炎
が
流
行
し

や
す
い
時
期
で
す
。

ま
ず
、
蚊
の
発
生
源
対
策
を
実

施
す
る
と
共
に
‘
日
本
脳
炎
の
媒

介
者
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
が
発
生

し
や
す
い
豚
舎
、
牛
舎
を
中
心
に

徹
底
し
た
成
虫
駆
除
活
動
を
実
施

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
各
人
の
健
康
管
理
は
予

防
の
う
え
か
ら
も
大
切
な
乙
と
で

す。
次
の
事
柄
を
よ
く
守
り
、
病
気

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

'
し
ょ
，
っ
。

O
過
労
を
避
け
て
睡
眠
を
十
分
に

と
る
こ
と
。

O
栄
養
を
十
分
に
と
る
乙
と
。

O
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
こ
と
。

O
無
帽
で
長
時
間
日
光
に
照
ら
さ

れ
な
い
よ
う
特
に
注
意
す
る
こ

と。

f
-
J
g
e
F
f
、

F
う
ご
也
、
、

z
o
F
'
t
J『
S

・J
・-
f、
J
一うご

1

ご
み
と
し
尿
の
相
談
は

大

村

市

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
①

l
二
八
一
回

②

l
三
五
三
九

森
園
町
一
四
七

O
番
地
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おむら市政だより(7) 

d
r
t
 

'
 

!お
し

り

せ

募

• 保

お

育

園入

所

児

童

馬

場

私

立

桜
馬
場
保
育
園
の
入
所
児

童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

保
育
園
の
保
母

定

員

六

十

人

十

一一
月
に
開
園
が
予
定
さ
れ
て

三
歳
未
満
児
(
一

歳
児
・
二
歳

い
ま
す
私
立
桜
馬
場
保
育
園
で
は

児

)

三

十

人

保
母
を
次
の
と
お
り
募
集
じ
て
い

三
歳
児

十

五

人

ま
す
。

四
歳
児

十

五

人

資
格
市
内
在
住
者
で
、
保
母
資

開
設
予
定
十
一
月
一
日

格
を
有
し
、
昭
和
十
六
年
四
月

受
付
期
限
十
月
十
日
ま
で

ー
一
日
以
降
生
れ
の
人

提
出
先

福
祉
事
務
所

提
出
書
類

自
筆
履
歴
書
及
び
資

(入
所
で
き
る
基
準
)

格
証
明
証
の
写
し

提

出

期

限

九

月

二

十

日

保

育

に

欠

け

る

児

童

な
お
、

提
出
先
な
ど
詳
し
く
は

入
所
申
請
書
用
紙
は
福
祉
事
務

福
祉
事
務
所
庶
務
係
に
お
尋
ね
下
所
に
あ
り
ま
す
。

さ
い
。

¥

※

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

。

一

を

す

i
き

に

交

付

期

間

九

月
十

八

日

ま

で

ん

「

匪
ヨ

一

6

預

り

ま

し

交

付

場

所

川

…

志

ま

ー一
た
老
齢
J

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
一

一

金

し

障
害

・
母

所

一

明

王

-
仁

川

子
証
書
を

但

し

新

城
と
荒
瀬
地
区
の
人
は

M.‘
 

ふ

吐

付

次
の

と

お

市

保
険
年
金
課
へ
お
い
で
下
さ
い
附• 

ん

福

交

り

交

付
し

持

参

す

る

お

ん

:
ま
す
o

r

'

保
管
証

・
印
鑑

集

• 桜

-
観
光
協
会
の女

子
従
業
員

職
種
土
産
品
販
売
並
び
に
食
堂

配
膳

募
集
人
員

若
干
人

資

格

十

八
歳
以
上
二
十
五
歳
ま

で
で
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人

な
お、

詳
し
く
は
大
村
市
観
光

協
会

(
E
②
|
三
六

O
五
)
へ

圃
耳IJ

務

「句
国

受
験
資
格

昭
和
二
十
二
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月

一
日
生
れ
の
男
子

受
付
期
間
九
月
十
日
l
三
十
日

第
一
次
試
験
十
一

月
十
四
日

※
問
合
せ
は
、
あ
て
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
長
崎
刑

務
所

(
諌
早
市
原
口
町
五

O
八

皿
②

l
一
三
三

O
)
へ

-
昭
和
臼
年

歌
会
始
の
お
題
と

一
詠
進
歌
の
一
詠
進
要
領

海

(
歌
句
に
は
海
の
語
意

の
あ
る
他
の
言
葉
を
用
い
て
も

よ
く
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
語
句

が
な
く
て
も
海
の
情
景
が
詠
み

込
ん
で
あ
れ
ば
よ
い
)

お
題

ー'

、，
.. 
‘.、，、
z

・.・.‘，，、
.. ・.. 、，‘
.... ，‘，， •.•. 

，，、，、
... 、，巴、・，.，‘，，、
.... ，、a
，.・.・
se

、，
.... 、，、，.• 
・.‘，
z

、・•. 
、，、，‘
.... ，屯E
，.

P

心

を

か

け

る

ι

一
「
電
話
の
マ
ナ
l
」
ひ
と
つ
で
「
見
え
な
い
電
話
に
、
見
え
る
一

ん
あ
な
た
の
人
格
や
企
業
の
イ
メ

人
柄
」
と
い
っ
た
言
葉
を
心
に

m

ψ

l
ジ
が
、
評
価
、
左
右
さ
れ
る

刻
ん
で
お
き
た
い
も
の
で
す
。

川

一
時
代
で
す
。

電
報
電
話
局
一

諒
進
歌
の
諒
進
要
領

1
自
作
未
発
表
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
ま
す
。

2
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
下
さ
い
。

3
病
気
、
ま
た
は
身
体
障
害
の
た

め
、
毛
筆
で
白
書
で
き
な
い
場

合
は
代
筆
で
も
差
支
え
あ
り
ま

せ
ん
が
、
代
筆
の
理
由
を
書
い

た
別
紙
を
添
え
て
下
さ
い
。

盲
人
の
方
は
点
字
で
詠
進
し
て

も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

4
書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

た
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

職
業
を
書
い
て
下
さ
い
。

一
詠
進
期
間
十
月
十
二
日
ま
で

(
当
日
消
印
有
効
)

送
付
先
一
T
5
0
東
京
都
千
代
田

区
千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
総
務
課
広
報
統
計

係
へ
。

置

懸

賞

文

一ア

l
マ

く
ら
し
を
見
直
す

原
稿
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚

程
度
で
、

原
稿
は
必
ず
と
じ
、

末
尾
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名

職
業
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
下
さ
い
。

締

切

十

月
十
五
日
(
当
日
消
印

有
効
)

送
付
先
〒
一
口八

東
京
都
港
区
高

輪
三
l
一
三
|
二
二
国
民
生

活
セ
ン

タ
ー
懸
賞
文
募
集
係

E
O三
l
四
四
三

l
六
一一一

一

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

。

注
射
と
検
診

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

特
に
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

も
健
康
相
談
を
受
け
で
い
な
い
乳

児
及
び
妊
婦
の
人
は
、
是
非
ど
利

用
下
さ
い
。

九
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。

象対所場月

-
2歳
児
健
康
診
査

昭
和
四
十
九
年
八
月
生
れ

及
び
周
年
三
月
か
ら
七
月
生
れ

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

な
い
人
。

一

日
時
九
月
七
日
・
十
四
日

午
後
一
時
三
十
分

t
ご
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
っ
て

来
で
下
さ
い
。

な
お
、

‘該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す
。

対
象
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講

習

ぷ』
Z玄

お

-
運
転
者
講
習
会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

十
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す

こ
の
運
動
の
一
還
と
し
て
、
運

転
者
講
習
会
を
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し
て

下
さ
い
。

「
運
動
の
重
点
」

市政だより

①
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の

事
故
防
止

②
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

③
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
。

園
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

各
講
座
を
開
講

勤
労
青
少
年
ホ
!
ム
は
、
本
年

度
後
期
の
講
座
を
次
の
と
お
り
開

講
し
ま
す
の
で
、
将
来
の
た
め
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
下
さ
い
。

対
象
市
内
居
住
、
ま
た
は
市
内

の
事
業
所
に
勤
務
す
る
十
五
歳

以
上
三
十
歳
未
満
の
青
年
男
女

講
座
種
目
茶
道
.
着
物
着
付
、

料
理
、
卓
球
、
生
花
な
ど

受
付
期
間
九
月
二
十
日
ま
で

講
座
期
間

十
丹

t
五
十
二
年
二
月

支部別iメZE玉h 場 |月日|時間
萱瀬|萱瀬小学校体育館19.6 

鈴田!鈴田 " 
ノア

竹松|竹松
19:30 

〆.，

中央|市民会館(ホ一川9.10 21:30 

三浦|今村公民館19.13
舎内

西大村|市民会館(ホーベ9.14

「副総原小学校吋9.16

一般|市民会館(3階会議室)19.17113:30-1か

運転者講習会日程表な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

受
付
順
と
な
り
ま
す
。

園
初
歩
の
写
真
教
室

カ
メ
ラ
は
初
め
て
と
い
う
初
心

者
を
対
象
に
、
写
し
方
か
ら
現
像

焼
付
ま
で
の
知
識
と
技
術
の
わ
か

り
や
す
い
写
真
教
室
を
聞
き
ま
す

日
時
九
月
二
十
日

t
十
一
月
二

十
九
日
、
毎
週
月
曜
日
、
午
後

七
時

t
九
時
十
回
。

場
所
中
央
公
民
館

対
象
一
般
成
人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
中
島
泰
二
先
生

申
込
九
月
二
十
日
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ

か
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先
中
央
公
民
館
「
初
歩
の

写
真
教
室
」
係

-
き
も
の
着
付
教
室

和
服
着
付
の
基
礎
か
ら
帯
の
作

り
方
、
結
び
方
、
訪
問
着
、
式
服

の
美
し
い
着
付
を
学
習
し
ま
す
。

日
時
九
月
二
十
七
日

t
十
二
月

六
日
。
毎
週
月
曜
日
、
午
後
一

時
三
十
分

t
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
二
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
き
も
の
着
付
講
師

松
永
ま
さ
枝
先
生

電
話
か
は
が
き
に
住
所
、

申
込

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

切
り
ま
す
。

申
込
先
久
原
郷
一
一
の
一
、
中
央

公
民
館

E
②

l
四
三
二
一

催

し

も

の

-
大
村
子
ど
も
劇
場
例
会

「
前
が
み
太
郎
」

九
月
十
六
日
(
木
)

午
後
六
時
十
五
分
間
演

市
民
会
館

前
進
座
「
前
が
み
太
郎
」

会

員

九

百

円

当
日
会
員
千
二
百
円

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

推
せ
ん
市
教
育
委
員
会

連
絡
先
池
田
郷
坂
口
、
富
永
方

血
②
l
四
三
四
五

日
時

会公会
費漬場

-
楽
し
い
子
供
の

自
転
車
乗
り
方
教
室

日
時
九
月
十
二
日
(
日
)

午
後
一
時

t
四
時

受
付
は
午
後

O
時
三
十
分
か
ら

雨
天
の
時
は
九
月
十
九
日

場
所
市
農
協
グ
ラ
ン
ド

所
持
品
自
転
車

内
容

。
自
転
車
の
無
料
点
検

O
映
画
「
安
全
信
乗
ろ
う
」

。
安
全
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
指
導

O
安
全
な
乗
り
方
模
範
演
技

O
遅
乗
り
大
会

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

父
兄
の
方
も
ど
参
加
下
さ
い
。

主
催

ー大
村
青
年
会
議
所

-
大
村
ギ
タ

l
合
奏
団

第

5
固
定
期
演
奏
会

日
時
九
月
十
八
日
〈
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

会
場
市
民
会
館

賛
助
出
演
山
下
和
仁
さ
ん

山
下
尚
子
さ
ん

入

場

料

一

般

三

百

円

学
生
二
百
円

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

主
催

ス

ポ

ー

ツ

圃
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

結

一
清
和
国
と
慈
恵
荘
へ

-

A
小
路
口
第
三
住
宅
の
片
田
好

.
美
さ
ん
は
鈴
虫
各
一
か
ご
を

…
ム
バ
瓜
刊
五
叫
討
の
交
通
安
全

参
加
チ

l
ム
数

小
学
生
四
十
二
ヂ

1
ムs

，〆中
学
生
四
十
二
チ

1
ム

成

績
/J、
戸主ゐ

ず一

生

ノ優

勝

、一
古
町
六
区

準
優
勝
+
武

部

一

三

位

松

f

並

九
三

位

岩

舟

住

宅

中
学
生

三三準優
優

位位勝勝

水武 、乾親
田 馬和
二部場会
区 τ

果

優
秀
選
手
賞

小
学
生

O
重
村
和
幸
(
古
町
六
区
)
六
年

O
田
尻
次
郎
(
右

F

同
)一
五
年

O
桑
原
雄
二
、
(

右

同

)

六

年

O
田
川
義
人
(
武

一
部
)
六
年

O
黒
川
吉
治
(
右
同
)
五
年

O
溝
口
英
久
(
乾
馬
場
)
六
年

中
学
生

O
西

村

隆

(

親

和

会

)

O
岩

本

和

弘

(

右

同

)

O
西

畑

勤

(

乾

馬

場

)

ー
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い

ま

し

た

|

句、

対
策
費
と
し
て
ど
預
託
の
中
の

亡
長
女
佳
子
さ
ん
は
住
子
さ
ん

で
し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。
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